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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成25年12月26日(2013.12.26)

【公表番号】特表2013-511412(P2013-511412A)
【公表日】平成25年4月4日(2013.4.4)
【年通号数】公開・登録公報2013-016
【出願番号】特願2012-540088(P2012-540088)
【国際特許分類】
   Ｂ３２Ｂ  27/34     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  79/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  73/10     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ   7/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 133/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 161/28     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 161/06     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 163/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 179/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 179/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ３２Ｂ  27/34    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  79/08    　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｋ   3/00    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  73/10    　　　　
   Ｃ０９Ｊ   7/02    　　　Ｚ
   Ｃ０９Ｊ 133/00    　　　　
   Ｃ０９Ｊ 161/28    　　　　
   Ｃ０９Ｊ 161/06    　　　　
   Ｃ０９Ｊ 163/00    　　　　
   Ｃ０９Ｊ 179/08    　　　　
   Ｃ０９Ｊ 179/04    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成25年11月6日(2013.11.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ａ）ａ）ｉ）剛性ロッド二無水物、非剛性ロッド二無水物およびそれらの組み合わせか
らなる群から選択される少なくとも１つの芳香族二無水物成分と、
　　　ｉｉ）剛性ロッドジアミン、非剛性ロッドジアミンおよびそれらの組み合わせから
なる群から選択される少なくとも１つの芳香族ジアミン成分と、
　から誘導され、
　ポリイミドの全二無水物成分および全ジアミン成分に基づき、二無水物のジアミンに対
するモル比が４８～５２：５２～４８であり、そしてＸを剛性ロッド二無水物および剛性
ロッドジアミンのモルパーセント、Ｙを非剛性ロッド二無水物および非剛性ロッドジアミ



(2) JP 2013-511412 A5 2013.12.26

ンのモルパーセントとした場合のＸ：Ｙ比率が２０～８０：８０～２０である、ポリイミ
ドと、
　　ｂ）ｉ）少なくとも１つの寸法で、（数平均で）５５０ナノメートル未満であり、
　　　ｉｉ）３：１を超えるアスペクト比を有し、
　　　ｉｉｉ）全ての寸法でポリイミドフィルムの厚さ未満であり、
　　　ｉｖ）ポリイミドフィルムの１０～４５容積％の量で存在する、
　　サブミクロン充填材と、を含んでなり、５～１５０ミクロンの厚さを有するポリイミ
ドフィルム、
　ならびに
　Ｂ）ポリイミド樹脂、エポキシ樹脂、フェノール樹脂、メラミン樹脂、アクリル樹脂、
シアネート樹脂またはそれらの組み合わせから選択される接着剤層、
　を含んでなるカバーレイ組成物。
【請求項２】
　前記サブミクロン充填材が、酸化物、窒化物、炭化物およびそれらの組み合わせからな
る群から選択される、請求項１に記載のカバーレイ組成物。
【請求項３】
　前記サブミクロン充填材が、針状二酸化チタン、タルク、ＳｉＣ繊維、プレート状Ａｌ

2Ｏ3またはそれらの混合物である、請求項１に記載のカバーレイ組成物。
【請求項４】
　前記ポリイミドが、
　ａ）前記芳香族二無水物成分の少なくとも７０モル％が、ピロメリット酸二無水物であ
り、そして
　ｂ）前記芳香族ジアミン成分の少なくとも７０モル％が、４，４’－ジアミノジフェニ
ルエーテルである、
から誘導される、請求項１に記載のカバーレイ組成物。
【請求項５】
　前記サブミクロン充填材が、針状二酸化チタン、タルク、ＳｉＣ繊維、プレート状Ａｌ

2Ｏ3またはそれらの混合物である、請求項４に記載のカバーレイ組成物。
【請求項６】
　前記ポリイミドがブロックコポリマーである、請求項１に記載のカバーレイ組成物であ
って、
　前記ブロックコポリマーが、４，４’－ジアミノジフェニルエーテルおよび１，４－ジ
アミノベンゼンと、ピロメリット酸二無水物および３，３’，４，４’－ビフェニルテト
ラカルボン酸二無水物とから誘導される、
　または、
　前記ブロックコポリマーが、
　ａ）１０～４０モル％の、ピロメリット酸二無水物および１，４－ジアミノベンゼンの
ブロックと、
　ｂ）９０～６０モル％の、ピロメリット酸二無水物および４，４’－ジアミノジフェニ
ルエーテルのブロックと、
　から誘導される、カバーレイ組成物。
【請求項７】
　前記サブミクロン充填材が、針状二酸化チタン、タルク、ＳｉＣ繊維、プレート状Ａｌ

2Ｏ3またはそれらの混合物である、請求項６に記載のカバーレイ組成物。
【請求項８】
　前記接着剤層が、ビスフェノールＡエポキシ樹脂；ビスフェノールＦエポキシ樹脂；ビ
スフェノールＳエポキシ樹脂；フェノールノボラックエポキシ樹脂；クレゾールノボラッ
クエポキシ樹脂；ビフェニルエポキシ樹脂；ビフェニルアラルキルエポキシ樹脂；アラル
キルエポキシ樹脂；ジシクロペンタジエンエポキシ樹脂；多官能性エポキシ樹脂；ナフタ
レンエポキシ樹脂；リン含有エポキシ樹脂；ゴム変性エポキシ樹脂およびそれらの混合物
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から選択されるエポキシ樹脂である、請求項１に記載のカバーレイ組成物。
【請求項９】
　前記ポリイミドが、４，４’－ジアミノジフェニルエーテルおよび１，４－ジアミノベ
ンゼンと、ピロメリット酸二無水物および３，３’，４，４’－ビフェニルテトラカルボ
ン酸二無水物とから誘導されるランダムコポリマーである、請求項１に記載のカバーレイ
組成物。
【請求項１０】
　前記ポリイミドが、４，４’－ジアミノジフェニルエーテルおよび１，４－ジアミノベ
ンゼンと、ピロメリット酸二無水物とから誘導されるランダムコポリマーである、請求項
１に記載のカバーレイ組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７１】
　上記で例示および記載した実施形態は、単に本発明のある種の好ましい実施形態の例と
してのみ提供される。当業者は、添付の請求の範囲によって定義される本発明の精神およ
び範囲から逸脱することなく、本明細書に提示された実施形態に様々の変更および修正を
行うことができる。
　以下、本明細書に記載の主な発明につき列記する。
［１］
　Ａ）ａ）ｉ）剛性ロッド二無水物、非剛性ロッド二無水物およびそれらの組み合わせか
らなる群から選択される少なくとも１つの芳香族二無水物成分と、
　　　ｉｉ）剛性ロッドジアミン、非剛性ロッドジアミンおよびそれらの組み合わせから
なる群から選択される少なくとも１つの芳香族ジアミン成分と、
　から誘導され、ポリイミドの全二無水物成分および全ジアミン成分に基づき、二無水物
のジアミンに対するモル比が４８～５２：５２～４８であり、そしてＸを剛性ロッド二無
水物および剛性ロッドジアミンのモルパーセント、Ｙを非剛性ロッド二無水物および非剛
性ロッドジアミンのモルパーセントとした場合のＸ：Ｙ比率が２０～８０：８０～２０で
ある、ポリイミドと、
　　ｂ）ｉ）少なくとも１つの寸法で、（数平均で）５５０ナノメートル未満であり、
　　　ｉｉ）３：１を超えるアスペクト比を有し、
　　　ｉｉｉ）全ての寸法でポリイミドフィルムの厚さ未満であり、
　　　ｉｖ）ポリイミドフィルムの１０～４５容積％の量で存在する、
　　サブミクロン充填材と、を含んでなり、５～１５０ミクロンの厚さを有するポリイミ
ドフィルム、
　ならびに
　Ｂ）ポリイミド樹脂、エポキシ樹脂、フェノール樹脂、メラミン樹脂、アクリル樹脂、
シアネート樹脂またはそれらの組み合わせから選択される接着剤層、
　を含んでなるカバーレイ組成物。
［２］
　前記サブミクロン充填材が、少なくとも１つの寸法で４００ナノメートル未満である、
前記［１］に記載のカバーレイ組成物。
［３］
　前記サブミクロン充填材が、少なくとも１つの寸法で２００ナノメートル未満である、
前記［１］に記載のカバーレイ組成物。
［４］
　前記サブミクロン充填材が、酸化物、窒化物、炭化物およびそれらの組み合わせからな
る群から選択される、前記［１］に記載のカバーレイ組成物。
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［５］
　前記サブミクロン充填材が、針状二酸化チタン、タルク、ＳｉＣ繊維、プレート状Ａｌ

2Ｏ3またはそれらの混合物である、前記［１］に記載のカバーレイ組成物。
［６］
　前記ポリイミドが、
　ａ）前記芳香族二無水物成分の少なくとも７０モル％が、ピロメリット酸二無水物であ
り、そして
　ｂ）前記芳香族ジアミン成分の少なくとも７０モル％が、４，４’－ジアミノジフェニ
ルエーテルである、
から誘導される、前記［１］に記載のカバーレイ組成物。
［７］
　前記サブミクロン充填材が、針状二酸化チタン、タルク、ＳｉＣ繊維、プレート状Ａｌ

2Ｏ3またはそれらの混合物である、前記［６］に記載のカバーレイ組成物。
［８］
　ａ）前記芳香族二無水物成分の少なくとも７５モル％が、ピロメリット酸二無水物であ
り、そして
　ｂ）前記芳香族ジアミン成分として、７０モル％の４，４’－ジアミノジフェニルエー
テルおよび３０モル％の１，４ジアミノベンゼンである前記［１］に記載のカバーレイ組
成物。
［９］
　前記ポリイミドがブロックコポリマーである、前記［１］に記載のカバーレイ組成物。
［１０］
　前記ブロックコポリマーが、４，４’－ジアミノジフェニルエーテルおよび１，４－ジ
アミノベンゼンと、ピロメリット酸二無水物および３，３’，４，４’－ビフェニルテト
ラカルボン酸二無水物とから誘導される、前記［９］に記載のカバーレイ組成物。
［１１］
　前記ブロックコポリマーが、
　ａ）１０～４０モル％の、ピロメリット酸二無水物および１，４－ジアミノベンゼンの
ブロックと、
　ｂ）９０～６０モル％の、ピロメリット酸二無水物および４，４’－ジアミノジフェニ
ルエーテルのブロックと、
　から誘導される、前記［９］に記載のカバーレイ組成物。
［１２］
　前記サブミクロン充填材が、針状二酸化チタン、タルク、ＳｉＣ繊維、プレート状Ａｌ

2Ｏ3またはそれらの混合物である、前記［１１］に記載のカバーレイ組成物。
［１３］
　前記サブミクロン充填材が、カップリング剤、分散剤またはそれらの組み合わせによっ
てコーティングされている、前記［１］に記載のカバーレイ組成物。
［１４］
　前記接着剤層が、ビスフェノールＡエポキシ樹脂；ビスフェノールＦエポキシ樹脂；ビ
スフェノールＳエポキシ樹脂；フェノールノボラックエポキシ樹脂；クレゾールノボラッ
クエポキシ樹脂；ビフェニルエポキシ樹脂；ビフェニルアラルキルエポキシ樹脂；アラル
キルエポキシ樹脂；ジシクロペンタジエンエポキシ樹脂；多官能性エポキシ樹脂；ナフタ
レンエポキシ樹脂；リン含有エポキシ樹脂；ゴム変性エポキシ樹脂およびそれらの混合物
から選択されるエポキシ樹脂である、請求項前記［１］に記載のカバーレイ組成物。
［１５］
　前記ポリイミドが、４，４’－ジアミノジフェニルエーテルおよび１，４－ジアミノベ
ンゼンと、ピロメリット酸二無水物および３，３’，４，４’－ビフェニルテトラカルボ
ン酸二無水物とから誘導されるランダムコポリマーである、前記［１］に記載のカバーレ
イ組成物。
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［１６］
　前記ポリイミドが、４，４’－ジアミノジフェニルエーテルおよび１，４－ジアミノベ
ンゼンと、ピロメリット酸二無水物とから誘導されるランダムコポリマーである、前記［
１］に記載のカバーレイ組成物。
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